
（サムエル記２）                        月   日 

さばきを神さまにゆだねたダビデ 

第

だい

１ サムエル記

き

 ２４章

しょう

、２６：１－１２ 

 

１． 正しい方を○でかこんでね。 

 

    サウルは、ダビデを （ とても愛

あい

して ・ 殺

ころ

そうとして ） いました。  

ですから、ダビデは、 （ 荒野

あ ら の

で逃亡

とうぼう

生活

せいかつ

 ・ アパートでひとり暮

く

らし ）を 

しなければなりませんでした。 

 

 

 

２. サウルに仕返

し か え

しをするチャンスがあったとき、ダビデは何

なに

をしましたか？ 

 

  （  ）  後

うし

ろから襲

おそ

いかかった 

  （  ）  サウルの上

うわ

着

ぎ

のすそを切

き

り取

と

った 

  （  ）  寝

ね

ているところを、槍

やり

で刺

さ

した 

  （  ）  枕

まくら

もとの槍

やり

と水

みず

差

さ

しだけを取

と

って立

た

ち去

さ

った 

 

 

３. ダビデはどうしてサウルに復 讐

ふくしゅう

しなかったのですか？ 

 

 

 

 

 

 

４. ローマ人への手

て

紙

がみ

１２ 章

しょう

１７～２１節

せつ

を読

よ

みましょう。 

■ 復 讐

ふくしゅう

は、どなたがしてくださるのですか？ 

 

 

 

  ■ あなたを傷

きず

つける人

ひと

がいたら、復

ふく

讐

しゅう

の代

か

わりに、何

なに

すればよいと思

おも

いますか？ 

 

 

 

 


